
日本HIV/エイズ信託基金

4 Newhams Row, London  
SE1 3UZ, United Kingdom 

telephone	 +44 (0)20 7939 8200 
facsimile	 +44 (0)20 7939 8300 
email	 info@ippf.org
web	 www.ippf.org

国際家族計画連盟 (IPPF) は、149 カ国の加盟協会で
構成され、183 カ国で活動を展開する世界的ネットワー
クである。また世界で最大の任意の非政府組織 (NGO)
として、セクシュアル / リプロダクティブ・ヘルスとライ
ツの提供者であり推進者でもある。
 
UK Registered Charity No. 229476

情報とサービスのギャップを埋める

KENYA 

ETHIOPIA 

ERITREA 

MAURITANIA 

MALI 

NIGERIA 
SOMALIA 

NAMIBIA 

SOUTH AFRICA 

TANZANIA 

ANGOLA 

ANGOLA 

MADAGASCAR MOZAMBIQUE BOTSWANA 

ZAMBIA 

GABON 

CENTRAL 
AFRICAN 

REPUBLIC 

UGANDA 

SWAZILAND 

LESOTHO 

MALAWI 

BURUNDI 

RWANDA 

TOGO 

BENIN GHANA 

COTE 
D'IVOIRE 

LIBERIA 

SIERRA LEONE 

GUINEA 

BURKINA 
FASO 

GAMBIA 

CAMEROON 

SAO TOME & PRINCIPE 

ZIMBABWE 

CONGO 

DEM. REP. 
OF CONGO 

EQUATORIAL GUINEA 

DJIBOUTI 

SENEGAL 

GUINEA BISSAU 

Seychelles 

1 2

4039

38

37

363534

333231

30

29

2827

26

25
24

2322

21

20

1918171615

14

13

12

11

10

98

76
54

3

41

ボツワナ
1	� Botshelo Ke Mpho ( 生命は贈り物 ) と

題する IEC 活動用ビデオの制作
2	� 教育当局と地域社会の指導者向け、HIV/

エイズ予防活動をカンエ地方の学校教育の
現場に含めていくことに関するアドボカシー

（政策提言）活動
ブルンディ
3	� ブジュンブラ、ギタガ、ンゴズィでの HIV

と STI の感染の減少 
カメルーン 
4	� 「若者エイズ・メディア」プロジェクト 
5	� 「若者エイズ積極的行動」プロジェクト 
コートジボアール
6	� 若者の間に誠実さと禁欲を（ロールモデル

キャラクター：フィデルとアブスティーナ）
7	� アボボ地域のタクシー運転手向け STI・

HIV/ エイズ予防のアドボカシー（提言活動）
エリトリア 
8	� サワ国立サービス訓練センターの陸軍司令

官向け HIV/ エイズ予防のアドボカシー（提
言活動） 

9	� コンドーム使用に対する障壁の軽減
エチオピア 
10	� ナザレスの工場労働者向け HIV/ エイズ予

防のアドボカシー（提言活動） 

ガンビア
11	� 銀行従業員向け HIV/ エイズ予防のアドボ

カシー（提言活動） 
ガーナ
12	� PPAG 内部での HIV/ エイズの自発的に受

けるカウンセリングと抗体検査 (VCT) サー
ビスの強化

13	� クマシ中央刑務所の受刑者たちの間での
STI・HIV/ エイズ予防活動の提言活動

レソト
14	� HIV/ エイズと闘う女性たち：女性用コンド

ーム普及活動
ケニア
15	� 若者の積極的行動変容の促進
16	� ナクル地方の上級初等学校での HIV/ エイ

ズに関するピア教育を支援するよう教育省
担当官と親に向けた提言活動

17	� 若者が利用しやすい VCT サービスの推進
18	� 「ジュアカリ」コミュニティにおける VCT
19	� HIV/ エイズの自発的に受けるカウンセリン

グと抗体検査 (VCT) サービスの強化
リベリア
20	� HIV/ エイズ予防と制御に関する政策立案

者とオピニオン・リーダー向けアドボカシー
（政策提言）活動 

マダガスカル
21	� STI の予防と治療、HIV/ エイズとともに生

きる人たちに対する偏見と差別の軽減 

マラウィ 
22	� リロングウェ市、タチセカ、タツァバンゴ

の若者向け HIV と STI の予防
23	� 市場の若者に予防活動を広める
モザンビーク
24	� 鉱山労働者とその家族の間での HIV/ エイ

ズとともに生きる人たちに対する偏見と差
別の軽減

ナミビア
25	� アムサティ地方の在学中および学校に行っ

ていない若者ならびに出産可能年齢の女性
を対象にした HIV/ エイズ・STI の予防

ナイジェリア
26	� 民間部門での HIV/ エイズ予防活動
ルワンダ
27	� GACACA 所管と関連して国内主要刑務所

での HIV/ エイズ・STI 予防 
28	� 受刑者向け HIV/ エイズ予防活動
セイシェル
29	� マヘ地方の若者を対象とした HIV/ エイズ・

STI 予防と制御
南ア共和国
30	� ゴーテング、クワ・ズル・ナタル両州の中

小零細企業向けの実行と提言計画
タンザニア
31	� 青少年に向けた HIV/ エイズ予防のための

行動変容のためのコミュニケーション

32	� 予防とケアの強化を通しての STI、HIV/ エ
イズに対する社会の偏見との闘い ,

33	� 若者向けの HIV/ エイズの自発的に受ける
カウンセリングへのアドボカシー（提言活動）

ウガンダ
34	� ムバララ市で短期的仕事に従事している

HIV/ エイズと STI の感染者と影響を受け
た若者のケアと支援

35	� ギャップを埋める -- イガンガ地方の、危険
にさらされていながら予防の網にかかりに
くい若者向けの HIV/ エイズ予防

36	� STI と HIV/ エイズ予防を目的としたコンド
ーム使用を支援することを求めるミチャナ
地区の宗教指導者向けのアドボカシー（提
言活動）

ザンビア
37	� ルサカとカブエの青少年を対象とした HIV/

エイズ予防に向けたアドボカシー（提言活
動）

ジンバブエ
38	� スフィルハウス診療所—自発的に受けるカ

ウンセリングと抗体検査
地域事務局
39	� 加盟協会の実施するサービスの向上に向け

た地域事務局の能力向上
40	� HIV/ エイズの蔓延に効果的に対応するた

めの能力向上
41	� IPPF アフリカ地域事務局内での HIV/ エイ

ズの提言活動に関する能力の開発と強化

プロジェクト・リスト

I P P F は 、 日 本 政 府 、
�アフリカ地域事務局、そしてこれ
らの地域の加盟協会に対し、心よ
り謝意を表したい。

アフリカ地域事務局 
Madison Insurance House, 1st Floor, 
Ngong/Upper Hill Road PO Box 30234, 
00100 Nairobi, Kenya 

telephone	 (254-020) 2720280/1/2 
facsimile	 (254-020) 2726596 
email	 info@ippf.org 
web	 www.ippfaro.org

Published in November 2005 by 
International Planned Parenthood 
Federation



はじめに
「情報とサービスのギャップを埋める」

　アフリカは世界最大の HIV 蔓延の重圧に苦悩してい
る。そのうち感染率が国民の 30％を超えるところが数
カ国あり、それらはサハラ以南に偏って集中している。
国によって蔓延は横ばいか、あるいは悪化している。い
ずれにせよ、感染率が低下しているところはごくわずか
である。この持続的な高い感染率により、アフリカは
重大な問題に直面している。

　問題は、国民一般の感染率の高さだけでなく、その
感染のパターンにもある。女性、なかでも15 －24 歳
の若い女性は、自分が感染することと、他の人の世話
をする責任を負っていることの両方により、不当に重い
負荷を背負わされている。しかも、 HIV/ エイズにまつ
わるスティグマ（社会的汚名・恥辱）があまりに強いた
め、予防法や治療やケアを求めて保健機関に行くこと
をためらっている。

　蔓延の実態が深刻なことから何か手を打とうと、
HIV/ エイズ日本信託基金（JTF）が 2000 年に国際家
族計画連盟 (IPPF) の中に設置され、アジアとアフリカ
の加盟協会が実施する HIV 予防事業を支援することに
なった。この基金の資金は全額、日本政府が拠出して
いる。今日まで、同基金はアフリカ全域の 23 カ国で
実施されたプロジェクト 41件に資金を供与してきた。

　JTF は、1) 予防にケアと支援を組み合わせる、2) 感
染に対して無防備なグループを対象にする、3) 青少年
たちを対象とする、の3つのテーマに力点をおいている。
これまでに JTF の資金で実施したプロジェクトは、そ
れぞれの国の要件や地域ごとの蔓延の形態の違いによ
り、規模、内容ともに多岐にわたっている。このような
多種多様の方法をとっていることが、IPPFと JTF の合
同プロジェクトが成功しており、アフリカの人々特有の
ニーズに対応している要因である。

　JTF プログラムが担っている重要な領域に、情報と
サービスのギャップを埋めることがある。JTF プログラ
ムは行動変容に向けた情報を提供するだけでなく、最
も無防備な層の人たちが HIV 予防やケアのサービスを
受けられるようにするため、情報とサービスをつなげる
こともしている。 JTF のアフリカでのプログラムの中心
は、HIV 感染の危険にさらされやすい人たちを対象と
することであり、特に若い女性・少女、学校に行ってい
ない若者、それに HIV/ エイズとともに生きている人た
ちに重点をおいている。社会通念、法的な障壁、また
はサービスを受ける場所に行く交通費が出せないなど
の要因を含め、サービスを受けるのを阻む壁がいくつも
ある。感染に無防備な層の人たちと、サービスや感染
を防ぎ、ケアを利用するのに必要な情報との間にある
溝をなくすことがアフリカでの蔓延を食い止めるのには
必須である。

　地 域社 会に HIV/ エイズ意 識
を高める活 動を持ち込もうと、
AMODEFA はそこのリーダーたち
に接触し、HIV 陽性者に対する社
会的・文化的な姿勢に対して異を
唱えた。さらに地元の活動家と共
に教育活動を実施し、コンドーム
を配布して HIV 感染の影響を受け
た人たちに向けた活動をした。さ
らに、ボランティア、看護師、世
帯主にカウンセリングと在宅ケア
の仕方の訓練を受けてもらった。
HIV 陽性者が自宅にいて基本的ケ
アを受けられるようにする在宅ケ
ア・セットの配布は、このプログラ
ムの重要な部分である。

　スタッフとボランティアの訓練と
地域の人々の意識づくりと参加動
員を組み合わせることで、HIV/ エ
イズに関する意識と知識を高める
ことにつながった。これが鉱山地
区の偏見と差別を減らすのに役立
ったのである。住民がいろいろな
予防戦略やウイルスの感染経路を
知るようになって、HIV/ エイズと
ともに生きる人 （々PLWHA）にこ
れまでよりずっと友好的に、また
親しく接するようになった。 この
結果、PLWHA は、家族、友人、
それに地域社会の人たちから支援
を受けるようになった。

ウガンダ
手を差し伸べよう
ウガンダ・イガンガ地区
の無防備でサービスや情
報を行き届かせにくい若
者に向けた HIV/ エイズ
予防   

　ウガンダはエイズ蔓延の規模を
なんとか縮小している国の良い例
と見られている。このような称賛

に値する成功にもかかわらず、こ
の国の感染率は依然として 6.5％
の高い率のまま停滞している。こ
の停滞は、都市と農村で短期的な
仕事を渡り歩いたり、学校に行っ
ていない若者たちのような HIV 感
染に無防備な人々の間で最も際立
っている。

　このような状況から、ウガンダ
家族計画協会 (FPAU) は、これら
の無防備な層を相手に情報とサー
ビスのギャップを埋めるプロジェク
トの実施を決めた。プロジェクト
はイガンガ地区を中心にしている。
ここはグレート・ノース・ロードと
トランス・アフリカ・ハイウエイの
交差する町で、短期的な仕事に従
事する人が多い地区である。より
安全なセックスについて知識を広
め、合わせて HIV/ エイズ予防製
品と関連サービスの利用者を増大
させることに活動の中心をおいて
いる。

　FPAU はラジオ番組やビデオ
上映会を通して、また職場での話
し合いを主催してメッセージを広
め、地元の言葉で情報と資料を配
った。ピア・エデュケーターには活
動範囲を広げてより多くの人に接し
てもらうため、自転車を提供した。
アウトリーチ活動は、市場、商業
センター、タクシーのたまり場など、
短期的な仕事につく青少年たちが
集まる場所に的を絞って実施した。

　メッセージと情報を伝達するこ
とに成功したことで、所期の成果
を達成した。HIV/ エイズサービ
スの利用者が増加したのである。
VCT を受けたのは 600 人、 性
感染症 (STI) の検査を受けた人は
800 人に上った。FPAU の診療所
に行くように勧めた件数は 2000

件を超えた。さらに、コンドーム
の需要がプロジェクト開始前の月
当たり 500 個から、意識づくり
ワークショップの後には月当たり
2500 個、さらにピア・エデュケー
ターの養成後には一挙に月当たり
2 万 5000 個に増えた。プロジェ
クト期間を通して配布されたコン
ドームは総計で 15 万個に達した。

ガーナ
積極的な刑務所
クマシ中央刑務所の受刑
者の間での STI 性感染
症と HIV/ エイズ予防

　HIV の影響は、さまざまな社会
集団の間で異なり、それぞれの集
団が感染に対する危険度を増して
いる。なかでも刑務所は受刑者の
間で HIV 感染の危険が増大する
要因をいくつかもった環境である。
薬物使用、ピア・プレッシャー、
レイプないし性的いやがらせの危
険、さらに受刑者間でのこのよう
な危険から自己防衛せざるを得な
くなる対人関係がある。加えて、
受刑者は社会から白い目でみられ
ることから、彼らはますます除け
者にされる傾向がある。

　ガーナ家族計画協会 (PPAG) は
ガーナのクマシ地方にある刑務所
に予防とケアを導入した。プロジェ
クトでは STI 治療と VCT のサービ
スの利用拡大を目ざし、特に若い
受刑者たちの間に HIV/ エイズの
知識を広め、STI の発生を減らす
ことを目ざした。

　プロジェクトを通して、刑務官
たちの能力向上に努め、若い受刑
者向けに STI や VCT サービスを
受けやすくした。いろいろな活動

を駆使して、若い受刑者たちのセ
クシュアル / リプロダクティブ・ラ
イツを擁護するのを助けた。これ
らのサービスは主に刑務所職員と
PPAG の職員が提供したが、受刑
者たちにこの権利についての情報
を広めることを奨励するため、彼
らも参画させて演劇をさせたり、
ピア・エデュケーターを養成したり
した。このプロジェクトの成功は、
自分たちが直面している問題につ
いて収監者同士で相談しあってい
る姿に見てとれる。

　このプロジェクトのおかげで、こ
れまでサービスを受けられなかっ
た層や取り残された層にサービス
が届くようになり、STI の治療を
受けている人が 66 人、HIV の検
査を受けた人が 107人に上り、現
在も受刑者が検査の申し込みをし
続けている。HIV 陽性と判明した
受刑者数人が地元の病院で抗レト
ロウイルス療法を受けている。病
院側の反対があることに対して、
受刑者たちがこのやり方をきちん
と守ることを刑務所当局が保証し
た。このプロジェクトは、収監者
の間だけでなく、刑務所という組
織全体で HIV に関する意識を高め
るのに役立った。これが HIV/ エ
イズとともに生きる人々に対する認
識や態度の変容にもつながった。

プロジェクト
ケニア
若くて、元気で、親しみ
やすい − キスム地区の
青少年が利用しやすい
VCT サービスの促進

　アフリカの青少年は、HIV によ
る重荷を背負っているが、彼らは
必ずしも HIV に対して十分対処で
きない状況にある。多くの場合、
若い世代には、HIV の予防サービ
スを利用したり、情報を入手したり
する資金も技能もない。 さらに、
青少年に対する偏見と差別があっ
て、一般のサービスの多くは「若
者が利用しやすい」と認識される
ことはなく、青少年たちに特有な
ニーズに配慮したものでもない。

　この問題に取り組もうと、ケニ
ア家族計画協会 (FPAK) では青少
年向けのプロジェクトの企画・実
行に彼ら自身を巻き込んだ。この
プロジェクトでは、青少年が利用
しやすい自発的に受けるカウンセ
リングと抗体検査 (VCT) サービ
スを実施するのにさまざまな方法
や活動をしている。そのなかには
若者のピア・エデュケーター ( 仲
間同士の教育者 )、キスムにある
FPAK 診療所での若い人専用の情

報窓口の設置、コンドームの販促
と配布、および検査を受けて HIV
陽性と判明した若者たちを支援す
る「イエス・クラブ」についての情
報の提供がある。

　対象となった青少年たちの間で
の影響は驚異的だった。 4000
人以上の若者にエイズ情報を伝え
た。ラジオやテレビが最も魅力的
な伝達手段として活躍し、VCT や
HIV/ エイズ予防に関するビデオの
上映会には多くの若者が参加した。
その多くは、プロジェクトを実施し
ているところに再び足を運び、活
動に参加したり、ピア・エデュケー
ターに相談をもちかけたりした。

　プロジェクトの成功の鍵は、青少
年が診療所に気軽に来られるよう
な雰囲気をつくったことにある。そ
の結果、思春期と若い成人合わせ
て1800人が VCT サービスを受け、
1000 人以上がセクシュアル / リプ
ロダクティブ・ヘルス・サービスを
利用した。「イエス・クラブ」がこの
事業を手伝い、社会心理的支援を
提供し、偏見や差別のない友好的
なサークルづくりをした。ここでは、
青少年たちが自分たちの経験を話し
合い、生活技能を身につけ、自分た
ちの年齢に対する暗いイメージを変
えている。これにより、若者につい
ての前向きなイメージをこれからの
世代にも伝えることを目指している。

モザンビーク
男性、鉱山、神話 
マグドの鉱山地域での
HIV/ エイズとともに生き
る人々(PLWHA) に対す
るスティグマ（社会的汚
名・恥辱）と差別を軽減
する
　スティグマ（社会的汚名・恥辱）
と差別は HIV/ エイズの蔓延につ
きまとう反応である。このために、
個人の生活が情緒的にも社会的に
も困難になるだけでなく、人々に
予防を呼びかけ、陽性者に治療や
ケアを提供する側にも妨害となる。

　IPPF の加盟協会であるモザンビ
ーク家族計画協会 (AMODEFA)
は、HIV/ エイズの陽性者・患者と
その影響を受けた人たちの生活の
質の向上を目指した。モザンビーク
のマプト州マグド地区で暮らす鉱
山労働者とその家族の間のスティ
グマ（社会的汚名・恥辱）と差別
を軽減することに焦点を当てた。 
同協会の活動の中心は、在宅ケア、
情報・教育・伝達 (IEC)、地域の
結集と教育集会、研修と問題意識
づくり、コンドーム配布と地元の保
健施設への照会サービスであった。

国際家族計画連盟(IPPF) 日本HIV/エイズ信託基金 国際家族計画連盟(IPPF) 日本HIV/エイズ信託基金

国際家族計画連盟 
(IPPF)
ビジョン
　女性、男性、青少年すべてが必
要とする情報とサービスが受けら
れ、セクシュアリティが人間の生
活のなかでごく自然の大切な側面
であり、基本的人権のひとつであ
ることが認められ、そして個人の
選択が十分に尊重され、汚名をき
せたり差別をしたりすることのな
い世界を目指す。

使命
　アドボカシー(政策提言)やサー
ビスを通してセクシュアル / リプロ
ダクティブ・ヘルスとライツの推
進運動を実施することにより、特
に貧しい人や弱い立場にある人に
重点をおいた個人の生活の質の向
上を目指している。
　不健康、望まない妊娠、暴力、
差別を心配することなく性生活を
楽しむ青少年すべての権利を守る。
女性が妊娠を合法的かつ安全に
停止させることを選択する権利を
もつことを支援する。
　 性 感 染 症（STI） を な くし、
HIV/ エイズの蔓延と影響を減らす
努力をしていく。

活動の基盤を成す価値観
　セクシュアル / リプロダクティ
ブ・ライツが国際的に認められた
基本的人権であり、すべての人に
保障されるべき権利であると確信
している。
　ジェンダーの平等の確立を目指
し、個人の、なかでも若い女性の
心身の安寧を脅かし、健康と人権
の侵害が世にはびこることにつな
がる差別を撤廃するために尽力す
る。
　多様性を尊重し、その組織運営
と事業に青少年たちや HIV/ エイ
ズとともに生きる人たちの参加を
得ることに重きをおく。
　なすべき事柄を達成し、運動を
推進する核心は、ボランティア精
神であると考える。
　さまざまな社会集団、政府、組
織、資金援助組織と提携した活動
に専心する。


